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区
と
市
が
協
働
し
て

特
色
あ
る
み
ち
づ
く
り
を
実
施

　

平
成
16
年
度
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
「
協
働
の
み
ち
づ
く
り
事

業
」。
こ
の
事
業
で
は
、
区
民
が

汗
を
流
し
、
地
域
の
事
情
に
即

し
た
市
道
の
改
良
・
改
修
が
行

わ
れ
て
お
り
、
17
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
農
道
・
林
道
・
農
業
用

排
水
路
等
の
改
良
・
改
修
・
整

備
等
を
行
う
「
協
働
の
む
ら
づ

く
り
」
と
あ
わ
せ
る
と
20
年
度

ま
で
に
３
４
０
か
所
で
工
事
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

事
業
の
特
長
は

　

こ
の
事
業
が
行
わ
れ
る
ま
で

市
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
市
が
業
者
に
発
注
し
業
者
が

工
事
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
事

務
手
続
き
の
た
め
の
時
間
や
工

事
費
用
が
多
く
か
か
り
、
区
か

ら
要
望
を
受
け
て
も
整
備
ま
で

に
は
何
年
も
か
か
っ
て
い
ま
し

た
。

　
一
方
、
こ
の
事
業
は
、
す
べ
て

区
か
ら
の
改
良
要
望
を
受
け
改

良
箇
所
を
決
定
。
市
か
ら
原
材

協
働
の
み
ち
づ
く
り
・
む
ら
づ
く
り

料
の
支
給
や
技
術
支
援
を
受
け

区
の
皆
さ
ん
に
作
業
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
よ

り
多
く
の
要
望
箇
所
の
整
備
を

早
期
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

区
を
通
じ
て
要
望
を

　
こ
の
事
業
は
、
毎
年
、
前
年

の
秋
に
要
望
調
査
を
実
施
し
、

各
区
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
市

で
現
地
調
査
・
審
査
を
経
て
事

業
箇
所
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、市
内
の
土
地（
市
土
）

の
計
画
的
で
有
効
な
利
用
に
つ

い
て
方
針
を
定
め
た｢

第
二
次

飯
山
市
国
土
利
用
計
画｣

を
策

定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
土
地
利
用
に
関
す
る

市
の
諸
計
画
（
都
市
計
画
、
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
、
森
林

整
備
計
画
等
）
の
中
で
最
上
位

に
あ
た
る
計
画
で
、
当
初
計
画

（
平
成
５
年
度
策
定
）
の
目
標

年
次
が
平
成
20
年
度
に
到
来
し

た
こ
と
に
伴
っ
て
、
平
成
30
年

度
を
新
た
な
目
標
年
次
に
設
定

し
た
も
の
で
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

飯
山
市
国
土
利
用
計
画
審
議
会

（
会
長 

土
本
俊
和
信
州
大
学
教

授
）
か
ら
３
月
に
答
申
を
受
け
、

市
議
会
６
月
定
例
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

計
画
は
、｢

公
共
の
福
祉
と

災
害
に
強
い｣

土
地
利
用
を
優

先
。
併
せ
て｢

自
然
環
境
と
景

観
の
保
全｣

｢

健
康
で
文
化
的

な
生
活
の
確
保｣

｢

市
土
の
均

衡
あ
る
発
展｣

を
基
本
理
念
と

し
、
①
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

市
街
地
の
形
成
、
②
美
し
い
農

村
・
里
山
景
観
の
維
持
保
全
、

③
自
然
と
共
生
し
た
土
地
利
用

の
推
進
を
基
本
方
向
に
掲
げ
て

い
ま
す
。　

　

利
用
区
分
ご
と
の
具
体
的
な

規
模
（
面
積
）
目
標
は
、
左
表

の
と
お
り
で
す
。
こ
の
目
標
を

達
成
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て

◇
市
街
地
◇
駅
周
辺
◇
計
画

的
開
発
◇
工
業
・
産
業
振
興―

と
い
っ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
（
区
域

分
け
）
を
定
義
し
、
地
域
整
備

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
や
生
産
活
動

第
二
次
飯
山
市
国
土
利
用
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

は
も
ち
ろ
ん
、
飯
山
市
の
美
し

い
景
観
や
豊
か
な
文
化
な
ど
、

す
べ
て
が
土
地
を
基
盤
に
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
切
な

財
産
で
あ
る
土
地
を
、
市
民
の

誰
も
が
大
切
に
、
そ
し
て
計
画

的
か
つ
有
効
に
利
用
し
な
が
ら
、

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課 

計
画
係

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
２
４
３

開
始
か
ら
５
年
間
で
３
４
０
か
所
を
整
備
・
改
良

■協働のみちづくり
　幹線的な市道を除く「生活道路」といわ
れる市道について、緊急車両の通行や安全
確保、除雪作業の効率化など利便性向上の
ためのコンクリート舗装、拡幅改良、土留め
工の設置、道路側溝等の改修等が対象。施
工に必要な原材料や重機等の使用料は市が
支払い、作業は原則として地元区の皆さんに
行っていただきます。
■協働のむらづくり
　農道、林道、農業用排水路等について、コ
ンクリート舗装や改良、土留め工の設置、農
業用排水路等の改修・維持管理などが対象。
施工に必要な原材料や重
機等の使用料は市が支払
い、作業は原則として地元
区の皆さんに行っていただ
きます。

●これまでの実績
協働のみちづくり 協働のむらづくり

年度 箇所数 施工延長
（ｍ）

箇所数
（17 年度から実施）

16 57 3,485 －
17 57 3,699 18
18 50 3,547 20
19 53 3,603 17
20 50 2,672 18
計 267 17,006 73

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
講
習
等
の
お
知
ら
せ

　

平
成
21
年
度
の
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
講
習
お

よ
び
試
験
が
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
日
・
会
場

◇
受
験
講
習

・
実
施
日
…
９
月
８
日
㈫

・
会　
場
…
サ
ン
パ
ル
テ
山
王

（
長
野
市
）

◇
試　
験

・
実
施
日
…
10
月
17
日
㈯

・
会　

場
…
長
野
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
会
館
（
長
野
市
）

申
込
期
間

7
月
27
日
㈪
～
8
月
7
日
㈮

（
土
日
を
除
く
午
前
9
時
～

午
後
5
時
）

申
込
場
所　

市
役
所
2
階　

上
下
水
道
課
下
水
道
係
窓
口

お
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課 

下
水
道
係

☎
�
３
１
１
１　
内
線
２
９
５

　

市
税
の
滞
納
は
、
市
の
事
業

や
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
上
で

大
き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。
８

月
は
夏
期
収
納
強
化
月
間
と
し

て
、
未
納
者
の
お
宅
に
市
職
員

が
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

税
の
公
平
性
確
保
の
た
め
、

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

動
産
・
不
動
産
・
預
貯
金
な

ど
の
財
産
や
、
債
権
、
給
与
等

の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
厳
然
と

し
た
態
度
で
滞
納
処
分
を
進
め

て
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い

よ
う
、
も
う
一
度
、
納
付
書
や

口
座
の
残
額
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
納
期
限
内
の
納
税
に
一
層

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
日
曜
納
税
窓
口
の
ご
案
内

　
毎
月
最
終
日
曜
日
、
市
役
所

の
日
曜
納
税
窓
口
で
納
税
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
７
月
、
８
月

の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

７
月
26
日
㈰
、
８
月
30
日
㈰

・
場
所　
市
役
所
1
階

　
　

 　

税
務
課
窓
口

・
時
間　
午
前
8
時
30
分
～

　
　
　

  

午
後
5
時

お
問
い
合
わ
せ

税
務
課 

収
税
係

　
☎
�
３
１
１
１

　
内
線
１
６
３
、１
６
６

８
月
は
夏
期
収
納
強
化
月
間

納
期
限
内
の
納
税
を
お
願
い
し
ま
す

基準年次 中間年次 目標年次 増減
平成 18 年 平成 24 年 平成 30 年 18 年～ 30 年

農用地 3,530 3,441 3,353 ▲177
農　地 3,530 3,441 3,353 ▲177
採草放牧地 0 0 0 0

森　林 11,900 11,900 11,900 0
原　野 280 292 303 23

水面・河川･水路 825 824 823 ▲ 2
道　路 742 745 747 5
宅　地 609 615 623 14

住宅地 336 338 341 5
工業用地 42 43 43 1
その他の宅地 231 234 239 8

その他 2,346 2,415 2,483 137
合　計 20,232 20,232 20,232 0

利用区分別規模の目標値　　　（単位：ha）

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
す
べ

て
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
安
全
面
等
を
考

慮
し
必
要
性
の
高
い
所
か
ら
順

次
、
区
と
協
働
で
整
備
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。
地
域
の
市

道
で
「
こ
の
道
は
早
く
直
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
箇
所

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
区
を
通
じ

市
へ
要
望
を
出
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
も

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
で
協
働
し
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

◇
協
働
の
み
ち
づ
く
り

　
道
路
河
川
課 

建
設
係

　
☎
�
３
１
１
１

　
内
線
２
７
４

◇
協
働
の
む
ら
づ
く
り

　
農
林
課 

耕
地
林
務
係

　
☎
�
３
１
１
１

　
内
線
２
６
５

協働のみちづくり「市道のコンクリート舗装」作業　 （常盤地区柳新田）

③コンクリート打ち作業

①着工前 ②砕石敷き・ならし作業

④完成


